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宇部市立図書館 雑誌スポンサー 『世界』（岩波書店）を提供  

     連絡先：〒755-0029 山口県宇部市新天町１丁目２−36 宇部市民活動センター「青空」 

ブログ：https://blog.goo.ne.jp/nonukes2013   電話 080-6331-0960（安藤公門） 

 

【抗議】8 月 2 日、福島県知事らは、東電の汚染水放流を認めました。地元の抗議

声明を紹介します。裏面参照。 

 参考：毎日新聞 8 月 2 日 処理水の海洋放出、知事と立地 2 町長が工事了承 福島第 1 原発  

◎ 没後１周年、那須正幹さんを偲んで 集会があります。 

    

     （案内のチラシの一部です） 

8 月 6 日（土）14：００～16:00 

ＫＤＤＩ維新ホール 会議室 201Ａ 

主催：山口県子ども文庫 こどもの広場 

申込み：083‐232－7956 090‐2008‐9467 

参加費：1000 円 

 

◎平和フェスタ 2022 8 月 27 日（土）12 時半～16 時 コロナ拡大のためオンライイン主体の

開催に変更されます。 講演 永山茂樹氏 日本国憲法と平和 ウクライナ情勢から見え

る戦争のない平和な社会 いのち・未来うべも協賛しています。 

 

◎金曜ウォーク 毎週金曜日午後 6時 集合場所：新川橋(ヒストリア宇部横) 

情報交換とアピール。気軽にご参加ください。全国の脱原発金曜行動とつながり、ともに声

をあげましょう。 

 ◎いのち・未来うべ第 11 回定期総会 

   2022 年 9 月 18 日午後 1 時半～ 宇部市多世代ふれあいセンター（予定） 

https://blog.goo.ne.jp/nonukes2013


これ以上海を汚すな！市民会議

の抗議声明を掲載します。 

この抗議声明に賛同します。 

全国の各地から「放射能汚染水の海洋放流を

許すな！」の声をあげましょう。 

瀬戸内海に上関原発計画をかかえる山口県。

決して無関係な他人事ではありません。 

 

 
処理汚染水の海洋放出に反対する福島の市民

たち（2022 年 7 月 18 日、福島県いわき市小名浜

港にて） ＦｏＥJ から。 

 

声明 
 

理解と合意なき汚染水の海洋放出設備

工事の事前了解に抗議します 

 昨年 12 月、東京電力は、福島第一原

発事故由来のタンク貯蔵汚染水を希釈し

た「ALPS 処理水」の海洋放出設備につい

て、原子力規制委員会に「福島第一原子力

発電所特定原子力施設に係る実施計画」の

変更認可申請を行い、福島県、大熊町、双

葉町に対し、周辺地域の安全確保に関する

協定に基づき、「事前了解願い」を提出し

ました。 

 

 これに対し、７月 22 日、原子力規制

委員会が変更認可申請について認可し、昨

日、8 月 2 日、内堀雅雄福島県知事と吉田

淳大熊町町長、伊沢史朗双葉町町長が、小

早川智明東京電力社長と福島県庁で面会

して、事前了解を伝えました。 

 

 私たちは原発汚染水の海洋放出に反対

です。 

 2011 年 3 月の福島原発事故により、多

くの人たちが避難をし、命と健康を守るた

めに、苦労を重ねてきました。その後の

11 年の間、奪われた日常を取り戻したい、

安心して子育てをし、おいしい福島の産物

を食べて暮らしたいと願ってきました。 

 

しかし、その中で昨年政府の海洋放出の

決定がなされました。 

今回の、原子力規制委員会の認可や福島

県、大熊町、双葉町の了解は、国も自治体

も、汚染水の海洋放出につながる第一歩を

認めたことになります。 

 

現在保管されているタンクの中身は、未

だ全てを検査できていない。廃炉のために

欠かせないと言いながら、その廃炉の最終

形も示されない中で、早急に海洋放出を進

めるのは、間違いです。 

県内外のみならず、海外からも寄せられ

た多くの反対意見、署名もパブコメも、市

民の要請をも、たくさん受けながら、それ

を無視して進めるやり方は許されません。 

 

私たちは、原発事故の被害者・被災者と

して、事前了解に強く抗議するとともに、

福島県などが、事前了解を取り消し、『関

係者の理解なしにはいかなる処分も行わ

ない』という福島県漁業協同組合連合会と

の文書約束を守るよう、政府と東京電力に

対し求めることを強く求めます。 

 

さらに、政府と東京電力に対して、海洋

放出工事の中止、放出水の全情報の公開、

不十分な放射線影響評価の見直し、長期陸

上保管、地下水の止水やトリチウム分離技

術の実用化など汚染水対策の確立を、あら

ためて強く求めます。       

 

子供を守れ！漁業を守れ！未来を守

れ！と叫びながら、懸命に暮らす人々をこ

れ以上傷つけ苦しめないでほしい。 

 私たちは、この福島原発事故由来の汚染

水放出に反対し、その声をあげ続けます。 

 

 2022 年 8 月 3 日        

 これ以上海を汚すな！市民会議 

  共同代表 織田千代 佐藤和良 

 


